
プロジェクト型アプローチ（PBA）を活用した
プロジェクト型学習の実践例

概 要

単元の流れ

単元計画概要 
特別支援学校に通う生徒たちが日々の授業で取り組んでいるストレッチ運
動の効果を改めて意識すると共に、他者へ運動の効果を“伝える”ことでコミ
ュニケーション力を高める。そして社会活動に参加する達成感てもらうた
めの単元として「ストレッチ講座を開こう」を計画。一人ひとりが自分の得
意分野を生かして活用できるよう、多様な役割を組み込む工夫を行っている。

学習実践タイプ 教科型　クロス・カリキュラム型　総合的な学習型

タイトル 「ストレッチ講座」を開こう 

教科 自立活動 学習テーマ 健康の保持・増進

学年 中学部３年　Aグループ 総時間 ８時間

育成したい
21世紀型スキル

他者から具体的に提示され課題に対して自分がこれまで身につけた知識や技能を用いて解決に向かう「問題
解決力」。課題解決に向けてそれぞれのできることを出し合い、担う役割を決める「コミュニケーション力」。
そして、それぞれの得意なことを生かして、課題解決に向けて役割を意識して活動に参加する「コラボレーシ
ョン力」の育成を目指す

学習目標 身体の部位や状態に応じたストレッチ運動について知り、取り組むことができる

学習活動
評価

ICT活用
評価基準 評価手法

導入
課題設定

大人からの依頼を受け、これまで
の取り組みを想起させ「ストレッ
チ講座」を開くためのプランニン
グを実施する

これまでの取り組みを想起し
ようとしていたか
依頼を受け、プランニングし
ようとしていたか

ワークシート作成や
話し合いの様子

NHK for Schoolを
活用

 展開 1
（役割分担）

プランニングに基づいた役割分担
を実施する 自分の役割を理解したか 話し合いの様子

 展開 2
（実態調査）

大人への「体の悩みを」についてア
ンケート調査を実施し、アンケー
ト結果から考える

アンケート結果を理解して
いたか

教師からの問いに
対する反応

展開 3
(アクションプランの立案）

アンケート結果を基に大人への悩
みを解決するためのプラン、紹介
するストレッチを考える

資料をもとに考えようとして
いたか 資料視聴の様子 NHK for Schoolを

活用

展開 4
（グループ討議）

自分たちの運動をチェックしてみ
る。そしてストレッチ運動のポイ
ントを調べてみる

映像から必要な情報を得よう
としていたか チェックシート

タブレット端末
（動画撮影・振り返り）
を活用

展開 5
(アクションプラン実現へ

向けて１）
役割に応じてプランを遂行。紹介
するストレッチを練習してみる

積極的に自らの役割を担おう
としていたか 活動への参加の様子

タブレット端末
（動画撮影・振り返り）
を活用

展開 6
(アクションプラン実現へ

向けて２）
講座のシミュレーションを実施。
役割に応じてプランを遂行する

積極的に自らの役割を担おう
としていたか 活動への参加の様子

タブレット端末
（動画撮影・振り返り）
を活用

まとめ 実際にストレッチ講座を開き、
成果を発表する

他者を意識して、活動に参加
しようとしていたか 活動への参加の様子

タブレット端末
（動画撮影・振り返り）
を活用
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身近な大人の“カラダの痛み”を学んだストレッチで解決！
生徒の個性に合わせて役割分担を行い、ICTも活用

　「特別支援学校に通う生徒の多くは、他人からの指示や依頼を理解して行動できますが、
自分から発信するのは苦手な傾向にあります。だから、自分たちが学んできたストレッチ
を発信することで達成感はもちろん、自分たちも社会の一員であること、そして貢献して
いることを実感して欲しいですね」。と単元を計画し実践した伊藤教諭の狙いを郡司教諭
は語る。授業の第一歩は、コミュニケーションをとり先生など“身近な大人”が抱えるカラ
ダの悩みを聞くこと。自分たちが学んでいるストレッチがどう問題解決に繋がるか。そ
れを生徒同士で話し合いながら最適なストレッチをピックアップ。そして実践して見せる、
解説する、撮影するといった具合に生徒の適性に合わせて割り振り。困っている身近な大
人の問題をどうすれば解決できるのか考えることを主眼においた単元計画が行われた。

　本単元でもっとも大切にしたのは“生徒が中心となって学ぶこと”。普段の授業とは異
なり、教師は一歩下がって見守り、生徒たち自身が考える姿勢を意識したとのことだ。た
だし、手放しではなく、生徒が目にする資料やタブレット機器の操作説明はイラストや写
真を多用するなど、特別支援学校ならではの工夫も行ってきた。また、単元を進めていく
中でICTも活躍。動画を見ることで視覚的にストレッチを学ぶことに加え、発表の場でも
活用。本単元では“観る”、“撮る”が中心となったが、生徒たちにとって分かりやすい方法
だったと郡司教諭は客観的にみている。発表内容の計画や原稿はアナログ、それをキー
ボードで書き起こし動画と共に伝える。そんな双方の利点を生かした成果物の作成には、
指導者がいかに生徒の個性を理解し、組み合わせられるかが肝だとも付け加えた。

　「一人ひとり、カラダや発達の状態が異なるため、ルーブリックだけで評価するのは難
しいです。状況に応じてカスタムすることも大切なのではないでしょうか」。と郡司教諭
は語る。自らの役割をいかに理解できていたか、他者と協力して課題解決や講座進行が
行えたかなど、一定の評価基準を持つものの、他の生徒との関わりの中で“片方の生徒が
良くて片方の生徒は改善が必要”といった場合の評価は特に難しいとのことだ。また、特
別支援学校の場合、求められるのは即時評価であり、その場で“何が良かった”や“改善点”
を示していくことが重要だ。そのツールとしてタブレットを活用し、言語情報だけでな
く動画という視覚情報を併せて評価するのも効果的だと言う。こういった教育事例でも
ICTが活躍する時代がやってきているのだ。

「自分も社会貢献できることを実感してもらいたい」それこそ授業の目的です

特別支援学校ならではの工夫で生徒の学びをサポート

生徒の状態に応じた柔軟なカスタムが今後の課題です

教員向け研修サービス 教員向け研修サービス受講者専用ページ D I S 教 育 総 合 サ イ ト

DISの研修を受講いただいた
先生方向けに振り返りとして
活用いただける様々なコンテ
ンツをご用意しております。

https://sip.dis-ex.jp/ DIS　文教
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研修サービスは授業で
のICTの効果的な活用や、
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を目的とした教員のスキ
ルアップ研修です。


